
大井手川の環境保全と活用の推進 －保健休養機能－ 
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大井手川は、400 年もの永きに

渡り農業用水をはじめ、生活・防

火・消流雪用水等の多様な機能を維

持しつつ、地域にとって重要な役割

を果たしてきたが、農業者の減少・

高齢化等により、水路の適切な管理

が困難になってきた。 

このため、地域ぐるみで守り残し

ていく仕組みづくりと、大井手川を

活用した地域住民の交流の場、水に

親しむ歴史・文化を語れる憩いの水

辺空間づくりを進めることとして、

平成 16 年度から取り組んでいる。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

〔保健休養、景観の保全〕 

石積・擬石水路、遊歩道、親水池の整備、及び水辺への植栽によ

り、良好な景観と憩い・ふれあいの場を提供している。 

〔生物多様性の保全〕 

魚巣を配した水路や親水池（ビオトープ）を整備することで、多

様な水生動植物の生態系を保全している。 

〔体験学習と教育〕 

「大井手川探検隊」：小学校の校外学習。大井手川の歴史、役割

等の学習会に取り組んでいる。 

  

 

 

 

 

小学校の校外学習で大井手川の

歴史について学習 

鳥取県鳥取市 大井手川（水路） 

自分達の住む所までどうやって

水が流れてくるのかを確認 

中四国１ 

○大井手川探検隊の活動 

地域住民総出の 

水路清掃作業 

[令和５年度時点] 


